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［技術の概要］

１．技術の内容
フラップゲート式可動防波堤（以下、本技術という。）は津波・高潮に対する防災・減災設備である。

本技術の機器構成を図－１に示し、作動イメージを図－２に示す。防波堤開口部に一列に並べて配置され
る扉体は、底部回転軸を中心に旋回起立することで連続した防波堤を形成する。

２．技術の新規性･実用性
本技術の新規性は、高潮対策に加えて、地震直後の短時間で急激かつ大きな水位変動を伴って襲来する

“ 津波 ” に対応可能な “ 可動構造と開閉方式 ” を新たに考案・実用化した点にある。
本技術の平常時の様子を写真－１に示す。平常時は扉体が海底面に倒伏しており、景観に与える影響が

小さく、航行船舶の高さ制限がない。また、扉体を係留フックから外れない範囲で常時波浪により自然揺
動させることで、可動構造部の固着を防止する。津波等の発生が予測されるときは、扉体係留を解除する
ことで開口部を閉鎖（扉体先端が水面上まで浮上）し、津波・高潮襲来の際には、扉体は潮位上昇に伴う
内外水位差を利用して必要高さ（角度）まで自然起立し、従来浮体方式に必要な浮上後の空気量調整操作
は不要。また、降雨や河川流入、津波（引波）等により内水位が外水位より高くなると、扉体は自然倒伏
して内水位の異常上昇を抑制する。

航路閉鎖時の扉体の挙動の例を図－３、トンガの海底火山大規模噴火により発生した津波到達の際の港
内水位変動の例を図－４に示す。航路閉鎖時には動力無しに極めて短時間（１～２分）のうちに航路閉鎖
を完了し、ゲート閉鎖により港内側への津波の影響を十分に抑制している様子が確認できる。

３．技術の適用範囲
本技術は、港湾や漁港の港口の他、湾口や河口等に設置することで、広範な背後域を津波や高潮等から

防護する。現時点の施工実績では最大開口幅 32m、最大航路水深 4.6m であるが、さらなる大型化が可能で
ある。参考までに類似形式のベネチアモーゼ計画（高潮対策設備）では最大幅 420m、最大水深 14m である。

４．技術の効果
本技術はゲート開閉に自然の力を利用することで、従来水門形式に比べて動力および開閉装置を大幅に

小型化かつ単純化する。これにより、建設費が低減し、従来技術では対応できなかった大径間（数十メー
トル～数百メートル）の津波対策にも適用の可能性が広がる。本技術を港湾や漁港の港口の他、湾口や河
口等に設置すれば、海岸線や河川に沿って張り巡らす胸壁（防潮堤）の延長を短縮でき、より合理的な防
潮ラインの形成が可能となる。

５．技術の社会的意義及び展開可能性
我が国は、過去に繰り返し甚大な津波・高潮被害を受けており、近い将来にも東海・南海・東南海地震

等による津波被害が危惧されている。さらに、地球温暖化による海面上昇や今後益々強大化が懸念される
高潮に対しても備えが必要な状況となっている。本技術は、今後の安全・安心社会の構築に寄与すること
が期待される。

６．技術の適用実績
大船渡漁港海岸高潮対策（細浦地区水門その２）工事、平成 30 年２月～令和２年 12 月　　他１件
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         図―１ 機器構成                   図―２ 作動イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真―１ 施工完成例              図―３ ゲート閉鎖時の扉体の挙動の例 

 

 

 

 

図―４ 津波到達の際の港内水位変動の例 
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(a) 扉体角度変化（浮上）

（潮位 T.P + 0.03m）
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閉鎖完了扉体角度 

＜a. 平常時倒伏状態＞ 

＜c. 津波（押波）・高潮襲来＞ ＜d. 津波（引波）襲来＞ 

＜b. 浮上完了状態＞ 
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